
二
、
松
前
城
梅
瓶
の
概
要

　

松
前
城
梅
瓶
の
口
縁
上
部
は
、
平
ら
な
形
状
を
呈
し
、
口
が
小
さ
く
頸
部
が
締
ま
る
。
肩
が

張
り
、
底
部
に
向
か
っ
て
す
ぼ
ま
る
形
状
の
「
梅
瓶
」
で
あ
る
。
梅
瓶
は
、
酒
を
入
れ
る
容
器

と
し
て
用
い
ら
れ
、
本
来
、
蓋
を
伴
う
が
、
松
前
城
梅
瓶
に
は
蓋
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
大
き

さ
は
高
さ
二
五
．
六㎝
、
口
径
四
．
〇㎝
、
胴
径
一
八
．
一㎝
、
底
径
九
．
六㎝
を
測
る
。
胴

部
上
方
に
最
大
径
を
も
つ
。

　

ロ
ク
ロ
に
よ
る
成
形
で
あ
る
。
口
縁
上
面
は
平
ら
で
、
頸
部
外
面
に
は
尖
っ
た
突
帯
が
付
く
。

肩
部
と
裾
部
に
は
、
先
端
が
尖
っ
た
工
具
に
よ
っ
て
沈
線
で
二
重
圏
線
を
描
く
。
そ
の
間
に
櫛

描
き
で
下
か
ら
上
に
向
か
っ
て
三
区
分
す
る
線
を
描
く
。
そ
の
上
に
櫛
描
き
に
よ
る
渦
文
が
全

面
に
巡
る
。
渦
文
は
右
・
左
側
と
も
下
か
ら
上
に
渦
を
描
き
、
中
央
に
小
さ
い
渦
を
輪
状
に
描

く
。
櫛
状
工
具
は
六
本
の
歯
を
も
つ
。
描
き
始
め
は
彫
り
込
み
が
深
く
、
捻
り
に
よ
り
上
部
に

向
か
っ
て
細
く
な
る
。
底
部
は
削
り
出
し
高
台
、無
釉
露
胎
で
、鉄
分
に
よ
り
や
や
褐
色
を
呈
す
。

微
量
に
鉄
分
を
含
み
透
明
感
の
あ
る
水
色
に
発
色
し
て
い
る
釉
を
口
縁
の
内
部
か
ら
外
面
の
底

部
近
く
ま
で
全
面
に
掛
け
、
櫛
描
き
の
釉
溜
ま
り
は
青
い
。
そ
の
た
め
松
前
城
梅
瓶
は
青
白
磁

に
分
類
で
き
る
。
肩
部
か
ら
胴
部
に
か
け
て
明
る
い
褐
色
を
呈
す
部
分
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は

焼
成
時
に
よ
る
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
上
面
に
一
部
、
鉄
斑
が
あ
る
。

　

松
前
城
梅
瓶
の
産
地
は
中
国
福
建
省
系
と
さ
れ
、
一
三
～
一
四
世
紀
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
（
註
3
）。
生
産
年
代
を
限
定
す
る
た
め
、
遠
藤
氏
の
青
白
磁
梅
瓶
の
研
究
（
註
4
）
を
援

用
す
る
と
、
器
形
や
渦
巻
文
の
描
き
方
な
ど
か
ら
一
三
世
紀
中
頃
～
後
半
代
に
生
産
さ
れ
た
可

一
、
は
じ
め
に

　

愛
媛
県
美
術
館
で
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
六

日
ま
で
「
出
光
美
術
館
所
蔵
文
人
画
名
品
展
」
を
開
催
し
た
。
そ
の
際
、
出
光
美
術
館
か
ら
重

要
美
術
品
の
愛
媛
県
松
前
城
跡
出
土
青
白
磁
刻
花
渦
文
梅
瓶
（
以
下
「
松
前
城
梅
瓶
」
と
略
す
）

を
特
別
に
ご
出
品
い
た
だ
き
、
展
示
す
る
機
会
を
得
た
（
図
１
）。
こ
の
こ
と
は
、
伊
予
松
前
城

跡
か
ら
出
土
し
た
松
前
城
梅
瓶
の
里
帰
り
で
あ
り
、
愛
媛
県
に
お
け
る
初
公
開
と
な
っ
た
。

　

松
前
城
梅
瓶
の
出
土
地
は
、
か
つ
て
『
陶
磁
全
集
』
な
ど
に
「
伝
松
山
城
跡
出
土
」
と
記
述

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
多
い
（
註
1
）。
し
か
し
近
年
で
は
「
伝
松
前
城
跡
出
土
」
と
紹
介
さ
れ
て

い
る
（
註
2
）。
松
前
城
と
松
山
城
は
い
ず
れ
も
賤
ケ
嶽
七
本
槍
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
加
藤

嘉
明
に
ゆ
か
り
の
あ
る
城
で
あ
る
。

　

松
前
城
梅
瓶
は
出
土
品
に
も
関
わ
ら
ず
完
形
で
出
土
し
、
美
術
工
芸
品
と
し
て
も
価
値
が
高

く
、
重
要
美
術
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
松
前
城
梅
瓶
を
愛
媛
の
重
要
な
文
化
財
と

考
え
、
そ
の
出
土
地
等
を
解
明
す
る
た
め
に
関
係
資
料
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
出
土
地
の
記
録

な
ど
に
新
た
に
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
小
稿
で
紹
介
し
た
い
。
ま
た
、
青
白
磁
の
梅

瓶
は
中
世
伊
予
の
遺
跡
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
が
い
ず
れ
も
小
破
片
で
あ
る
。
松
前
城
梅
瓶
の

よ
う
に
完
形
で
出
土
す
る
こ
と
は
極
め
て
特
異
な
事
例
と
い
え
る
。
そ
の
こ
と
が
い
か
な
る
意

味
を
示
し
て
い
る
の
か
を
合
わ
せ
て
考
察
し
た
い
。

　
 

出
光
美
術
館
所
蔵
青
白
磁
刻
花
渦
文
梅
瓶
に
関
す
る
一
考
察

石　
　

岡　
　

ひ 

と 

み

出光美術館所蔵青白磁刻花渦文梅瓶に関する一考察

1



能
性
が
あ
る
。
青
白
磁
梅
瓶
の
産
地
比
定
に
つ
い
て
は
、
江
西
省
景
徳
鎮
窯
と
そ
れ
を
模
倣
し

た
福
建
省
窯
の
製
品
と
の
区
別
が
現
段
階
で
は
難
し
い
。
筆
者
は
、
中
国
大
陸
の
窯
跡
資
料
を

実
見
し
て
い
な
い
た
め
、
産
地
比
定
の
限
定
の
根
拠
は
示
せ
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
説
を
踏

襲
し
た
い
。

三
、
青
白
磁
梅
瓶
出
土
の
意
味

　

国
内
出
土
の
青
白
磁
梅
瓶
を
検
討
し
た
内
野
氏
の
研
究
（
註
5
）
に
よ
り
、
梅
瓶
は
器
形
と
文

様
か
ら
大
き
く
三
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
文
様
は
渦
巻
文
様
を
櫛
目
で
表
し
た
「
渦
巻

様
の
文
様
・
渦
文
」
の
Ａ
類
と
、
蓮
花
や
牡
丹
、
唐
子
を
陽
刻
し
た
「
精
巧
な
彫
刻
・
唐
草
文
」

の
Ｂ
類
と
に
大
別
さ
れ
る
。
さ
ら
に
Ｂ
類
は
、
頸
部
中
央
に
突
帯
が
付
く
も
の
を
Ｂ
―
１
類
、

口
縁
が
外
曲
す
る
も
の
を
Ｂ
―
２
類
と
細
分
す
る
。

　

完
形
の
青
白
磁
梅
瓶
を
分
類
す
る
と
、
Ａ
類
で
は
、
奈
良
県
談
山
神
社
に
伝
世
す
る
青
白
磁

雲
唐
草
文
梅
瓶
、
広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
の
青
白
磁
渦
文
梅
瓶
が
あ
る
。
松
前
城
梅
瓶

も
Ａ
類
に
属
す
。
そ
れ
は
神
奈
川
県
鎌
倉
今
小
路
西
遺
跡
（
御
成
小
学
校
）
北
面
三
か
ら
面
出

土
し
た
青
白
磁
渦
巻
文
梅
瓶
（
図
２
） （
註
6
）
に
器
形
、
文
様
が
類
似
し
て
い
る
。

　

Ｂ
類
に
は
、
茨
城
県
長
岡
町
出
土
の
白
磁
牡
丹
蓮
花
唐
草
文
梅
瓶
Ｂ
―
１
類
（
東
京
国
立
博

物
館
蔵
）、
京
都
市
岡
崎
公
園
法
勝
寺
跡
出
土
の
白
磁
唐
子
唐
草
文
梅
瓶
Ｂ
―
１
類
（
京
都
国
立

博
物
館
蔵
）・
伝
京
都
市
太
秦
井
戸
廃
寺
出
土
白
磁
牡
丹
唐
草
文
梅
瓶
Ｂ
―
２
類
（
愛
知
県
陶
磁

美
術
館
蔵
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

青
白
磁
梅
瓶
は
、
内
野
氏
の
研
究
（
註
7
）
に
よ
り
鎌
倉
か
ら
の
出
土
量
が
多
い
こ
と
が
判
明

し
た
。
鎌
倉
以
外
で
は
Ｂ
類
が
少
な
く
、
Ａ
類
が
多
い
。
青
白
磁
梅
瓶
の
製
作
年
代
は
南
宋
か

ら
元
代
と
考
え
ら
れ
、
鎌
倉
の
搬
入
の
盛
期
は
一
三
世
紀
後
半
～
一
四
世
紀
前
半
と
さ
れ
る
。

鎌
倉
で
は
蓋
部
の
出
土
が
多
い
。
出
土
遺
跡
の
性
格
は
城
館
や
邸
宅
、
寺
院
関
係
の
も
の
が
多

く
、
一
般
庶
民
の
生
活
に
関
わ
る
遺
跡
か
ら
の
出
土
例
は
少
な
い
。
内
野
氏
は
「
純
粋
に
骨
董

美
術
品
と
し
て
所
有
さ
れ
た
場
合
の
他
、
鎌
倉
以
来
の
名
家
で
あ
る
こ
と
の
証
と
し
て
、
青
白

磁
梅
瓶
が
伝
世
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
見
逃
せ
な
い
」 （
註
8
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

愛
媛
県
内
に
お
け
る
青
白
磁
梅
瓶
の
出
土
例
は
、
青
白
磁
梅
瓶
の
生
産
年
代
に
近
い
一
四
世

紀
の
流
通
拠
点
で
あ
る
集
落
遺
跡
の
松
山
市
南
江
戸
鬮
目
遺
跡
な
ど
に
見
ら
れ
る
（
註
9
）。
し

か
し
、
青
白
磁
梅
瓶
の
生
産
年
代
か
ら
数
世
紀
を
経
た
中
世
後
期
の
城
館
で
あ
る
、
松
山
市
道

後
湯
築
城
跡
、
芸
予
諸
島
の
今
治
市
能
島
城
跡
か
ら
も
青
白
磁
梅
瓶
の
小
破
片
が
出
土
し
て
い

る
。
湯
築
城
跡
は
、伊
予
国
の
守
護
河
野
氏
の
居
城
で
、青
白
磁
刻
花
渦
文
の
胴
部
小
片
（
図
３
）

が
丘
陵
西
側
か
ら
出
土
し
て
い
る
（
註
10
）。
湯
築
城
跡
で
は
、
上
級
武
士
居
住
区
、
家
臣
団
居

住
区
、
丘
陵
部
か
ら
、
制
作
年
代
が
一
三
～
一
四
世
紀
の
骨
董
的
な
貿
易
陶
磁
が
出
土
し
た
。

な
か
で
も
高
麗
青
磁
の
梅
瓶
底
部
片
は
戦
国
期
の
城
館
で
は
ほ
と
ん
ど
出
土
類
例
が
な
く
、
貴

重
な
事
例
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
は
威
信
財
（
ス
テ
イ
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
）
と
し
て
の
陶
磁
器
と

見
な
さ
れ
て
い
る
（
註
11
）。
ま
た
、能
島
城
跡
は
、能
島
村
上
氏
の
居
城
と
考
え
ら
れ
る
海
城
で
、

史
跡
整
備
に
伴
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
海
岸
部
の
南
部
平
坦
地
と
郭
Ⅱ
東
区
か
ら
、

青
白
磁
刻
花
渦
文
梅
瓶
の
胴
部
片
（
図
４
・
５
）
が
出
土
し
て
い
る
（
註
12
）。
こ
れ
ら
威
信
財

と
し
て
所
有
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

先
学
の
研
究
に
よ
り
、
青
白
磁
梅
瓶
は
、
白
磁
四
耳
壺
、
青
磁
盤
、
酒
会
壺
、
花
生
、
天
目

茶
碗
、茶
入
等
と
と
も
に
、中
世
社
会
に
お
い
て
希
少
価
値
が
あ
り
、高
級
品
と
し
て
珍
重
さ
れ
、

そ
れ
を
所
有
す
る
こ
と
は
、
威
信
財
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
見
解
が
提
示
さ
れ
て

い
る
（
註
13
）。
伝
京
都
市
太
秦
井
戸
廃
寺
出
土
の
青
白
磁
牡
丹
唐
草
文
梅
瓶
は
、
南
宋
時
代
の

梅
瓶
で
、
地
中
に
埋
納
さ
れ
た
時
期
は
未
詳
で
あ
る
が
、
類
例
か
ら
戦
国
期
に
上
級
階
級
で
梅

瓶
が
賞
玩
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
（
註
14
）。

　

戦
国
武
将
と
し
て
青
白
磁
梅
瓶
な
ど
の
唐
物
の
骨
董
品
を
所
持
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
会
所
の

座
敷
飾
り
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
権
力
の
象
徴
と
な
り
、
武
家
儀
礼
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
松
前
城
梅
瓶
も
戦
国
期
の
武
将
が
一
三
世
紀
後
半
の
青

白
磁
梅
瓶
に
骨
董
的
価
値
を
認
め
、
威
信
財
と
し
て
所
有
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
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四
、
出
土
地
に
つ
い
て

　
（
一
）
箱
書

　

次
に
松
前
城
梅
瓶
の
出
土
地
に
つ
い
て
箱
書
の
内
容
を
検
証
し
て
み
よ
う
。

　

多
く
の
陶
磁
器
の
図
録
で
は
、
松
前
城
梅
瓶
は
、「
白
磁
唐
草
文
瓶
」
と
表
記
さ
れ
、
出
土
地

は
「（
伝
）
松
山
市
松
山
城
跡
」 （
註
15
）
と
記
述
さ
れ
て
き
た
。
近
年
、
出
光
美
術
館
の
図
録
に
、

「
伝
松
前
城
出
土
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
註
16
）。
本
資
料
の
箱
に
は
由
来
が
書
か
れ
た
蓋
が
二

点
伴
う
。
資
料
１
は
蓋
の
み
が
残
っ
て
い
る
。

資
料
１
（
図
６
）

　

箱
表
「
古
青
磁
壺　

壱
個
」

　

箱
裏　

明
治
四
十
壱
年
伊
予
国
伊
予
郡
松
前
村
之
浪
人
鶴
崎
晴
夫
氏
加
藤
嘉
明
築
城
之
松
前

　
　
　
　

城
跡
よ
り
同
村
耕
地
整
理
之
砌
本
青
磁
ノ
壺
を
発
掘
同
氏
秘
蔵
之
処
拙
者
懇
望
譲
り

　
　
　
　

請
た
る
も
の
也

　
　
　
　

大
正
五
年
弐
月
廿
六
日　

土
井
田
蔵

　
　
　
　

松
前
ハ
昔
蒲
生
氏
ノ
跡
也

資
料
２
（
図
７
）

　

箱
表
「
青
磁　

瓶
子
」

　

箱
裏　

影
青
劃
花
文
瓶
子
ハ
宋
代
の
作
昔
時
日
幸
ニ
請
来　

今
日
稀
ニ
富
貴
の
古
墳
よ
り
出

　
　
　
　

土
を
見
る　

是
品
を
明
治
四
十
一
年
伊
予
国
伊
予
郡
松
前
城
跡
よ
り
発
掘
せ
し
物
也

　
　
　
　

胴
部
鉄
サ
ビ
附
着
せ
る
は
副
葬
品
の
痕
な
り
と
云
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陶
工　

北
琅
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
部
省
重
要
美
術
品
に
認
定
せ
ら
る
（
印
）

　

二
つ
の
箱
書
か
ら
、
明
治
四
十
一
年
の
耕
地
整
理
の
際
、
松
前
城
跡
か
ら
青
磁
壺
が
出
土
し
、

発
掘
者
の
鶴
崎
氏
の
所
有
と
な
る
が
、
大
正
五
年
に
は
土
井
田
氏
が
所
有
、
そ
の
後
、
陶
工
の

北
琅
が
入
手
し
、
資
料
２
の
箱
を
製
作
し
た
経
緯
が
わ
か
る
。
松
前
城
梅
瓶
は
、
現
在
の
分
類

は
「
青
白
磁
」「
梅
瓶
」
と
す
る
が
、
か
つ
て
「
青
磁
」「
壺
」「
瓶
子
」
と
認
識
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　

次
に
、「
青
磁
」「
明
治
四
十
一
年
」「
松
前
城
跡
」「
耕
地
整
理
」「
発
掘
」「
北
琅
」
と
い
う

手
掛
か
り
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

　
（
二
）
耕
地
整
理
に
つ
い
て

　

明
治
四
十
一
年
の
耕
地
整
理
に
つ
い
て
記
録
を
見
て
い
き
た
い
。
松
前
町
で
は
、
明
治
時
代

に
耕
地
整
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、『
松
前
町
沿
革
史
』（
昭
和
六
年
）
の
記
事
か
ら
わ
か

る
。明

治
四
一
年
一
二
月
一
日　

大
字
筒
井
、
濱
、
耕
地
整
理
組
合
ヲ
創
設
シ
本
日
起
工
シ
明
治

四
十
三
年
五
月
二
十
日
竣
工
ス
。

位
置
ハ
松
前
城
址
ヲ
中
心
ト
シ
整
理
面
積
三
百
七
町
一
反
七
畝
余
、
総
工
費
壱
萬
四
千
弐

百
七
拾
余
円
ニ
シ
テ
組
合
長
赤
星
平
次
郎
氏
之
レ
ヲ
擔
任
ス
。

　

同
書
か
ら
、
松
前
町
内
で
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
一
二
月
一
日
～
明
治
四
十
三

（
一
九
一
〇
）
年
五
月
二
〇
日
に
松
前
城
跡
を
中
心
に
耕
地
整
理
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
明
治
四
十
一
年
の
「
海
南
新
聞
」
に
も
耕
地
整
理
の
記
事
が
見
ら
れ
、「
箱
書
」
の
「
耕
地

整
理
」
と
一
致
し
、
こ
の
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
（
三
）
松
前
城
跡
出
土
青
磁
の
記
録

　

松
前
城
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、「
正
木
史
料
」
第
五
巻
に
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。「
正
木

史
料
」
は
、
大
正
時
代
に
伊
予
史
談
会
の
西
園
寺
源
透
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
松
前
城
や
加
藤
家

に
関
す
る
記
録
で
あ
る
（
図
８
） （
註
17
）。
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一
、
同
村
鶴
崎
晴
夫
ノ
二
ノ
丸
ヨ
リ
発
掘
シ
タ
ル
物
品
数
十
点
ヲ
有
ス
、
仝
人
ノ
耕
地
整
理

ノ
工
事
ヲ
請
負
タ
ル
人
ナ
リ
、
出
品
物
中
高
麗
青
磁
過
半
ナ
リ　

○
平
皿
径
七
寸
一
分

ナ
リ
○
丼
径
四
寸
○
小
丼
二
ヶ
径
三
寸
二
分
○
小
皿
径
三
寸
三
分
乃
至
五
分
九
ヶ
多
く

ハ
青
磁
ナ
レ
ド
モ
茶
色
ヲ
帯
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
小
瓶
二
分
高
二
寸
六
分
○
小
皿
七
稜
形

径
三
寸
一
ヶ
○
フ
リ
ダ
シ
茶
色
一
ヶ
○
水
差
破
残
リ
一
ヶ　

以
上
十
二
ヲ
除
ケ
バ
皆
青

磁
○
硯
二
ヶ
○
刀
ノ
破
片
、
銅
器
ノ
破
片
、
朝
鮮
土
器
ノ
一
部
灰
色
ニ
シ
テ
沢
ア
リ
量

軽
シ　

小
銭
五
、六
文
中
ニ
洪
武
通
室
（
寳
）
ア
リ
、
加
治
十
製
ナ
ラ
ン
ト
云
者
ア
リ
。

以
上
ノ
品
大
瓶
ニ
容
レ
テ
ア
リ
シ
モ
瓶
ハ
破
壊
シ
タ
リ
。
余
按
ズ
ル
ニ
所
持
者
ハ
大
切

ノ
品
ト
シ
テ
土
中
ニ
隠
シ
置
キ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン

一
、
本
丸
ヨ
リ
瓦
出
タ
リ
中
ニ
巴
瓦
ノ
口
ニ
藤
ノ
紋
ア
リ
タ
ル
モ
ア
リ
紛
失
シ
今
見
エ
ズ
ト

云
フ

一
、
二
ノ
丸
ヨ
リ
ハ
五
輪
塔
多
ク
出
ヅ
鶴
崎
氏
ニ
モ
ア
リ
某
々
等
二
三
人
ノ
内
ニ
モ
ア
リ
学

校
ニ
モ
有
ス
、
又
古
キ
石
地
蔵
モ
出
ツ
矢
野
堂
ニ
入
レ
ア
リ
シ
ガ
之
ハ
学
校
ニ
蔵
セ
リ
、

之
ヲ
以
テ
考
フ
ル
ニ
往
古
定
善
寺
（
性
尋
寺
、
又
松
尋
寺
ト
云
フ
誂
ナ
ル
ベ
シ
金
蓮
寺

ノ
前
名
）
ノ
在
リ
シ
所
ナ
ラ
ン

　
「
正
木
史
料
」
に
よ
る
と
、
松
前
城
跡
二
ノ
丸
で
耕
地
整
理
が
行
わ
れ
、
そ
の
工
事
請
負
人
の

鶴
崎
晴
夫
が
松
前
城
二
ノ
丸
か
ら
出
土
し
た
資
料
を
所
持
し
て
い
た
。
資
料
の
大
半
が
高
麗
青

磁
で
あ
っ
た
。
出
土
し
た
資
料
は
平
皿
直
径
約
二
一
．
五㎝
、
丼
直
径
一
二㎝
、
小
丼
径
約
九
．

七㎝
が
二
点
、
小
皿
径
九
．
九㎝
～
一
五㎝
が
九
点
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
青
磁
で
あ
る
が
、

な
か
に
は
茶
色
を
帯
び
た
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
釉
の
発
色
が
オ
リ
ー
ブ
色
や
茶

褐
色
を
呈
す
青
磁
と
考
え
ら
れ
る
。
他
に
小
瓶
が
〇
．
六㎝
、
高
さ
約
七
．
九㎝
、
七
稜
形
の

小
皿
径
九
．
四㎝
が
一
点
。
茶
色
の
「
ふ
り
だ
し
」
一
点
、
割
れ
た
水
差
一
点
が
あ
り
、
一
、

二
点
を
除
い
て
多
く
は
青
磁
で
あ
っ
た
。
他
に
、
硯
二
点
、
刀
の
破
片
、
銅
器
の
破
片
、
朝
鮮

土
器
の
灰
色
の
破
片
の
一
部
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
銭
貨
も
五
、
六
枚
出
土
し
、
洪
武
通
寳
（
明

銭
、
初
鋳
一
三
六
八
年
）
等
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
「
大
瓶
」
に
入
れ
て
あ
っ
た
が
そ

の
瓶
は
破
損
し
て
い
た
と
い
う
。
西
園
寺
源
透
は
、
所
有
者
が
大
切
な
品
物
の
た
め
土
中
に
隠

し
置
い
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
「
正
木
史
料
」
に
よ
り
、
松
前
城
跡
二
ノ
丸
か
ら
多
数
の
貿
易
陶
磁
器
が
出
土
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
の
出
土
状
況
は
、
大
甕
の
中
に
多
数
の
貿
易
陶
磁
器
を
入
れ
て
埋
納
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。「
高
麗
青
磁
」
と
あ
る
が
、
釉
の
発
色
が
オ
リ
ー
ブ
色
や
茶
褐
色
を
呈
す
青
磁

で
、
器
形
や
伊
予
出
土
の
貿
易
陶
磁
器
の
類
例
か
ら
、
こ
れ
ら
は
中
国
青
磁
と
考
え
ら
れ
、
青

白
磁
梅
瓶
も
出
土
し
た
可
能
性
が
高
い
。
青
白
磁
梅
瓶
が
単
独
で
地
中
に
埋
納
さ
れ
て
い
た
の

で
は
な
く
、
大
甕
の
中
に
納
め
ら
れ
、
入
れ
子
構
造
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
土
圧
に
よ
り
破
損

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

他
に
松
前
城
跡
本
丸
か
ら
は
、
巴
文
に
藤
文
の
瓦
が
出
土
、
二
ノ
丸
か
ら
は
五
輪
塔
が
多
く

出
土
し
た
。
こ
れ
は
松
前
城
の
地
に
は
か
つ
て
金
蓮
寺
（
定
善
寺
）
が
所
在
し
て
い
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

前
述
の
通
り
、
松
前
城
跡
の
耕
地
整
理
は
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
実
施
さ
れ
、
さ

ら
に
「
正
木
史
料
」
か
ら
、
こ
の
耕
地
整
理
の
際
に
、
多
数
の
貿
易
陶
磁
や
金
属
製
品
の
出
土

品
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
松
前
城
梅
瓶
が
同
四
十
一
年
に
発
掘
し
た
と
す
る
箱
書
か
ら
、

耕
地
整
理
を
始
め
て
す
ぐ
に
陶
磁
器
類
が
出
土
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
筆
者
は
松
前
城
梅

瓶
や
、
一
緒
に
出
土
し
た
遺
物
に
つ
い
て
所
在
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
が
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
有
益
な
情
報
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

五
、
松
前
城
と
加
藤
嘉
明

　
（
一
）
松
前
城

　

伊
予
松
前
城
は
、
瀬
戸
内
海
の
伊
予
灘
に
面
す
る
中
世
の
城
郭
で
、
現
在
の
伊
予
郡
松
前
町

筒
井
に
所
在
し
た
。
松
前
城
の
名
は
、
建
武
三
（
一
三
三
六
）
年
の
三
島
家
文
書
に
「
松
崎
城
」

と
あ
る
の
が
初
見
で
あ
る
（
註
18
）。
河
野
通
盛
が
支
配
し
、
砥
部
の
大
森
氏
、
次
に
荏
原
城
の

平
岡
氏
、
戦
国
期
に
は
栗
上
氏
が
支
配
し
、
松
前
城
は
湯
築
城
の
出
城
と
し
て
機
能
し
た
。

　

松
前
城
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
の
伊
予
国
地
誌
『
予
陽
郡
郷
俚
諺
集
』 （
註
19
）
に
以
下
の
記
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述
が
あ
る
。

〈
前
略
〉
将
軍
家
よ
り
、
藤
堂
和
泉
守
高
虎
と
加
藤
左
馬
介
嘉
明
と
に
弐
拾
万
石
宛
賜
ふ
、
文
禄

四
乙
未
年
、
伊
予
郡
松
前
浜
燈
炉
堂
金
蓮
寺
に
移
す
、
其
跡
へ
国
府
拝
志
城
を
ひ
く
、
加
藤
左

馬
介
入
部
也
、
慶
長
八
癸
卯
、
嘉
明
松
前
城
を
引
て
松
山
城
を
築
く
、
本
松
前
城
山
、
東
南
北

の
三
方
は
山
遠
く
、
城
辺
は
底
深
き
沼
也
、
西
は
九
州
に
続
た
る
滄
海
也
、
日
本
第
一
の
城
郭

と
語
り
伝
ふ
、（
後
略
）

　

加
藤
嘉
明
は
、
文
禄
の
役
の
功
績
に
よ
り
六
万
石
に
加
増
さ
れ
、
文
禄
四
（
一
五
九
五
）
年

に
伊
予
松
前
に
入
部
す
る
。
そ
の
際
、
金
蓮
寺
を
移
し
、
そ
こ
に
松
前
城
を
築
城
、
城
下
町
を

形
成
し
た
。
そ
の
後
、
嘉
明
は
慶
長
二
（
一
五
九
七
）
年
に
朝
鮮
出
兵
の
功
績
に
よ
り
一
〇
万

石
を
領
し
、
さ
ら
に
関
ヶ
原
の
功
に
よ
り
二
〇
万
石
に
加
増
さ
れ
、
慶
長
七
（
一
六
〇
二
）
年
、

松
山
平
野
の
勝
山
に
築
城
を
着
手
、
慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
、
松
山
に
入
城
し
、
松
前
城
は

廃
城
と
な
っ
た
。
松
前
城
と
松
山
城
の
位
置
関
係
は
図
９
を
参
照
。

　

西
園
寺
源
透
に
よ
る
と
、『
伊
予
郡
手
鑑
』 （「
筒
井
村
」
の
「
正
木
古
城
」
の
条
）
に
は
、
古

城
本
丸
は
東
西
五
十
間
、
南
北
六
十
五
間
、
古
城
二
ノ
丸
は
東
西
四
十
九
間
、
南
北
百
六
十
二

間
、
内
堀
は
古
城
の
東
、
二
ノ
丸
畑
の
間
に
あ
り
、
龍
燈
松
は
二
ノ
丸
畑
の
南
に
あ
り
、
本
丸

よ
り
は
辰
巳
に
当
れ
り
と
記
述
さ
れ
て
い
る
（
註
21
）。
松
前
城
下
町
を
復
元
し
た
富
田
氏
の
研

究
に
よ
る
と
、
松
前
城
の
本
丸
は
、
現
在
の
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
愛
媛
工
場
敷
地
、
二
ノ
丸
は
、
本

丸
の
南
側
、
現
在
の
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
愛
媛
工
場
前
に
所
在
す
る
松
前
城
跡
石
碑
の
後
方
、
東
側

の
範
囲
に
広
が
る
場
所
が
比
定
さ
れ
て
い
る
（
図
10
） （
註
22
）。
現
在
、
松
前
城
跡
の
碑
が
あ
る

丘
陵
に
は
大
正
時
代
に
枯
れ
た
「
龍
燈
松
」
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。「
龍
燈
松
」
は
金
蓮

寺
の
前
身
の
定
善
寺
の
時
代
に
植
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
松
の
木
で
あ
る
。

　
（
二
）
加
藤
嘉
明
の
伝
説

　

加
藤
嘉
明
と
青
磁
壺
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、「
正
木
史
料
」
第
五
巻
（
註
23
）
に
興
味
深

い
記
述
が
あ
る
。

　

嘉
明
朝
鮮
よ
り
齎
し
た
る
青
磁
の
碟
子
十
枚
あ
り
。
日
常
座
側
に
置
て
之
を
愛
玩
す
。
一

日
侍
士
誤
て
其
一
を
砕
く
。
侍
士
恐
怖
し
て
之
を
告
く
、
嘉
明
頷
て
一
語
を
発
せ
ず
。
翌
日

某
を
召
す
、
其
意
へ
ら
く
死
を
賜
る
な
ら
ん
と
出
て
見
ゆ
。
嘉
明
残
の
碟
子
を
庭
石
に
抛
ち

悉
く
之
を
破
り
、
且
曰
く
如
此
せ
し
は
汝
か
所
為
を
怒
り
て
為
す
に
は
あ
ら
ず
。
此
碟
子
に

し
て
永
く
存
せ
ん
か
、
汝
の
過
ち
は
永
遠
に
消
さ
る
べ
し
。
余
骨
董
愛
玩
の
故
を
以
て
、
家

臣
の
過
ち
を
後
世
に
伝
ふ
る
に
忍
び
ず
と
。

　
「
正
木
史
料
」
に
よ
る
と
、
加
藤
嘉
明
は
朝
鮮
半
島
か
ら
持
ち
帰
っ
た
青
磁
の
碟
子
十
点
を
大

事
に
し
て
い
た
が
、
そ
の
一
つ
を
家
臣
が
割
っ
て
し
ま
っ
た
。
嘉
明
は
大
事
な
の
は
碟
子
で
は

な
く
家
臣
の
命
で
あ
る
と
し
て
、
残
り
の
青
磁
を
割
っ
た
と
い
う
。
貴
重
な
貿
易
陶
磁
の
碟
子

よ
り
も
家
臣
の
命
を
尊
重
し
た
加
藤
嘉
明
の
人
格
を
称
え
た
伝
説
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
読
み
解

け
る
こ
と
は
、
加
藤
嘉
明
が
朝
鮮
半
島
よ
り
多
く
の
貿
易
陶
磁
を
持
ち
帰
っ
て
い
る
こ
と
、
そ

の
中
の
「
青
磁
の
喋
子
十
枚
」
は
、
高
麗
青
磁
も
し
く
は
中
国
青
磁
の
こ
と
で
、
喋
子
は
徳
利

や
壺
状
の
や
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
様
の
話
が
、
真
田
増
誉
『
明
良
洪
範
』
巻
十
一
「
加
藤
嘉
明
、
士
を
愛
す
附
そ
の
剛
勇
」（
註

24
）
に
も
「
南
蛮
皿
」
十
枚
の
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
明
良
洪
範
』
は
江
戸
時
代
中
期
の
逸

話
・
見
聞
集
で
あ
る
。

　

加
藤
左
馬
助
嘉
明
は
初
め
は
小
身
成
し
が
後
に
会
津
四
十
万
石
を
領
し
、
智
勇
仁
徳
の
良

将
也
。
故
に
土
民
よ
く
伏
す
る
也
。
慶
長
年
中
、
南
京
よ
り
渡
る
所
の
成
化
年
製
の
焼
物
の

器
を
多
く
買
入
れ
た
り
。
其
中
十
枚
小
皿
あ
り
。
是
は
世
に
云
、
虫
喰
南
京
と
云
物
に
て
、

藍
色
土
目
等
得
も
言
れ
ぬ
出
来
也
と
て
、
殊
に
秘
蔵
し
け
る
に
、
或
時
、
客
饗
応
の
節
、
近

習
の
士
、
其
小
皿
を
一
つ
取
落
し
破
る
。
其
士
、
大
に
恐
れ
閉
居
せ
ん
と
す
る
由
を
聞
き
、

早
々
呼
出
し
、
皿
破
る
迚
何
ぞ
閉
居
す
る
に
及
ん
や
。
敢
て
苦
し
か
ら
ず
。
残
り
の
皿
を
取

出光美術館所蔵青白磁刻花渦文梅瓶に関する一考察
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寄
せ
、
悉
く
打
砕
き
て
此
皿
九
枚
残
り
有
る
中
は
一
枚
誰
が
麁
相
し
て
破
っ
た
り
と
、
い
つ

迄
も
汝
が
麁
相
の
名
を
残
す
事
、
吾
本
意
に
非
ず
。
何
程
尊
き
器
物
な
り
と
も
家
人
に
は
替

難
し
。
凡
そ
器
物
草
木
鳥
類
な
ど
を
愛
す
る
者
は
其
の
為
に
却
て
家
人
を
損
う
事
出
来
る
物

也
。
是
主
た
る
者
の
心
得
べ
き
事
也
。
珍
器
奇
物
は
有
て
も
無
て
も
事
欠
ず
。
家
人
は
吾
四

肢
也
。
一
日
も
無
く
て
は
成
ら
ぬ
者
也
。
天
下
国
家
を
治
る
も
家
人
有
る
故
也
と
語
ら
れ
し

と
其
近
習
の
士
話
さ
れ
し
と
也
。（
後
略
）

　
『
明
良
洪
範
』
で
は
、
青
磁
喋
子
が ｢

南
蛮
皿｣ 

に
替
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
藍
色
で
虫
喰
い

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
末
清
初
の
中
国
景
徳
鎮
民
窯
の
青
花
皿
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
近
世

武
家
屋
敷
か
ら
出
土
す
る
貿
易
陶
磁
で
、
江
戸
時
代
の
日
本
で
好
ま
れ
た
製
品
で
あ
る
。

　

以
上
、
二
つ
の
伝
説
は
青
磁
や
青
花
の
違
い
は
あ
る
が
、
加
藤
嘉
明
が
朝
鮮
出
兵
の
機
に
、

朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
へ
中
国
陶
磁
器
を
多
数
持
ち
帰
り
、
所
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
一
六
世
紀
末
に
朝
鮮
半
島
か
ら
国
内
に
多
く
の
貿
易
陶
磁
が
搬
入
さ
れ
た
背
景
に
は
朝
鮮

出
兵
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

六
、
埋
納
の
謎

　

松
前
城
周
辺
の
耕
地
整
理
に
よ
っ
て
、
青
磁
壺
の
他
、
多
数
の
貿
易
陶
磁
が
出
土
し
た
こ
と

が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
大
甕
の
中
に
貿
易
陶
磁
器
や
金
属
器
が
埋
め
ら
れ
て
い
た
状
況
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
い
か
な
る
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

前
述
の
通
り
、 「
正
木
史
料
」
を
編
纂
し
た
西
園
寺
源
透
も
「
余
按
ズ
ル
ニ
所
持
者
ハ
大
切
ノ

品
ト
シ
テ
土
中
ニ
隠
シ
置
キ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
」
と
あ
る
よ
う
に
、
地
中
に
埋
蔵
し
て
大
事
な

も
の
を
隠
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
中
世
に
は
地
中
に
銭
貨
や
陶
磁
器
等
を
埋
め
ら
れ
た
事

例
が
多
い
（
註
25
）。
そ
の
意
図
に
は
、
戦
乱
を
避
け
て
地
中
に
金
品
を
隠
匿
す
る
こ
と
や
、
神

仏
へ
の
祈
願
の
た
め
に
埋
納
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
松
前
城
梅
瓶
の
よ
う
に
陶

磁
器
類
を
廃
棄
で
は
な
く
、
完
形
の
形
を
保
っ
て
埋
め
る
こ
と
は
、
何
ら
か
の
意
図
に
よ
り
埋

納
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

加
藤
嘉
明
が
関
ヶ
原
合
戦
後
、
松
前
城
を
廃
し
松
山
城
へ
移
転
し
た
理
由
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。
松
前
城
下
町
は
石
高
増
加
に
よ
り
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
や
、
海
に
近
い
港
町
の
た
め
高

潮
被
害
に
弱
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
要
因
と
し
て
富
田
氏
は
松
前
城
下
町
の

研
究
か
ら
、
朝
鮮
出
兵
の
際
に
は
、
海
に
近
い
港
町
は
水
軍
の
物
資
や
人
員
の
調
達
に
有
利
で

あ
っ
た
が
、
戦
乱
後
は
必
要
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
領
国
経
営
の
方
針
が
近
世
的
な

経
済
の
中
心
地
の
形
成
へ
と
重
点
が
変
換
し
て
い
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
（
註
26
）。

　

さ
ら
に
、
加
藤
嘉
明
と
松
前
城
の
移
転
に
関
し
て
、 『
予
陽
郡
郷
俚
諺
集
』 （
註
27
）
に
、
松
前

城
移
転
は
嘉
明
の
夢
に
現
れ
た
玉
生
八
幡
神
社
の
神
の
お
告
げ
に
よ
る
と
い
う
口
伝
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

〈
中
略
〉
伝
に
云
、
加
藤
嘉
明
松
前
城
住
居
の
時
、
慶
長
五
年
正
月
朔
日
の
夜
夢
想
を
得
る
、

紺
地
金
泥
の
玉
の
字
南
面
の
床
に
懸
る
、
嘉
明
弓
箭
甲
冑
を
帯
し
是
を
見
る
、
翌
朝
松
本
新

左
衛
門
占
て
云
、
是
城
地
を
可
改
神
夢
也
口
伝
、
同
六
年
五
月
朔
日
の
夜
丑
の
刻
、
嘉
明
再

ひ
霊
夢
を
蒙
り
、
白
扇
に
黒
筆
の
玉
の
字
南
面
の
床
に
懸
る
、
其
外
如
前
松
本
占
卜
を
聞
て

云
、
是
全
城
地
を
改
む
へ
き
旨
玉
生
八
幡
宮
の
御
神
託
也
口
伝
、
嘉
明
是
よ
り
改
城
之
志
を

発
し
、
同
年
三
月
五
日
、
嘉
明
松
前
を
出
船
し
東
武
に
赴
く
、 〈
後
略
〉 

　

玉
生
八
幡
神
社
の
神
が
加
藤
嘉
明
の
夢
に
現
れ
、
松
本
新
左
衛
門
の
占
い
に
よ
る
と
、
城
の

地
を
改
め
る
べ
き
と
い
う
神
託
を
二
度
に
わ
た
っ
て
示
さ
れ
た
た
め
、
嘉
明
は
改
城
を
決
意
し

た
と
い
う
。
中
世
の
「
霊
夢
」
譚
で
あ
る
。
玉
生
八
幡
神
社
は
、
図
10
で
確
認
す
る
と
松
前
城

の
東
北
方
向
に
所
在
し
、
城
の
鬼
門
の
方
角
を
守
る
神
と
し
て
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
一
七
世
紀
初
め
に
松
前
城
か
ら
松
山
城
に
移
転
す
る

際
に
、
加
藤
嘉
明
や
そ
の
家
臣
が
神
へ
の
祈
念
や
地
鎮
の
た
め
、
青
白
磁
梅
瓶
を
二
ノ
丸
に
埋

納
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
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七
、
北
琅
に
つ
い
て

　

箱
書
に
見
ら
れ
る
「
北
琅
」
と
は
、
い
か
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
重
要
美
術
品
指
定
の
記

録
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
（
註
28
）。

昭
和
二
四
年
五
月
二
八
日
重
美
三
二
六
号
官
報
号
外
掲
載 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
芸
品
及
び
考
古
学
資
料
の
部

「
青
白
磁
瓶
子　

伝
伊
予
松
前
古
城
址
出
土
」 

所
蔵　

内
島
喜
太
郎　

長
野
県
上
水
内
郡
安
茂
里
村
小
柴
見

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
長
野
県
在
住
の
内
島
喜
太
郎
が
松
前
城
梅
瓶
を
所
有
し
、
昭
和
二
十
四

（
一
九
四
九
）
年
に
重
要
美
術
品
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

内
島
喜
太
郎
（
一
八
九
三
～
九
七
八
年
）
は
本
名
で
、
北
朗
（
ほ
く
ろ
う
）
と
も
称
し
た
。

富
山
県
生
ま
れ
。
京
都
の
陶
芸
家
・
俳
人
。
河
東
碧
梧
桐
に
師
事
し
た
。
昭
和
一
七
～
二
七
年

に
長
野
に
疎
開
、
長
野
県
安
茂
里
で
陶
芸
を
行
っ
た
。
長
野
県
の
「
松
代
焼
」
の
命
名
者
と
さ

れ
る
。
陶
芸
で
は
帝
展
に
三
回
入
選
し
た
。
ま
た
、
古
陶
を
蒐
集
し
た
（
註
29
）。

　
「
海
南
新
聞
」
に
よ
る
と
、
内
島
は
昭
和
一
六
年
四
月
二
六
日
か
ら
二
八
日
に
、
松
山
三
番
町

の
美
術
倶
楽
部
で
「
内
島
北
朗
氏
新
作
陶
器
展
覧
会
」
を
開
催
し
た
。
内
島
の
個
展
は
、
松
山

市
内
で
は
二
回
目
の
開
催
で
、
海
南
新
聞
社
が
本
社
六
〇
周
年
記
念
品
の
製
作
を
内
島
に
依
頼

し
て
い
る
。
昭
和
一
五
年
の
紀
元
二
六
〇
〇
年
奉
祝
祭
に
は
大
奉
祝
の
大
作
花
瓶
を
出
品
し
た
。

ま
た
、
内
島
は
、
中
国
や
朝
鮮
に
渡
り
自
ら
陶
器
を
研
究
し
、
帝
展
や
商
工
展
に
数
回
入
選
、

フ
ラ
ン
ス
万
国
博
覧
会
に
は
銀
賞
を
受
賞
、近
年
は
古
陶
収
集
を
行
っ
て
い
る
、と
あ
る
（
註
30
）。

　

さ
ら
に
、
内
島
の
著
書
（
内
島
北
琅
「
影
青
劃
花
文
瓶
子
」 『
古
陶
の
味
』
昭
和
二
十
二
年
）

に
松
前
城
梅
瓶
に
つ
い
て
記
述
が
あ
る
（
註
31
）。

　

箱
蓋
の
裏
に
、 「
影
青
劃
花
文
瓶
子
は
支
那
宋
代
の
作
、
昔
時
日
本
に
渡
来
、
今
日
稀
に
高
貴

の
古
墳
よ
り
出
る
の
を
見
る
、
此
品
も
明
治
四
十
一
年
伊
豫
国
伊
予
郡
松
前
城
跡
よ
り
発
掘
せ

し
物
也
、
胴
部
に
鉄
サ
ビ
附
着
せ
る
は
副
葬
品
の
痕
な
り
と
云
ふ
」
と
書
付
が
あ
る
。

（
中
略
）

私
の
こ
の
瓶
子
は
唐
草
雲
紋
と
で
も
云
う
べ
く
、
六
筋
の
櫛
目
で
縦
横
無
尽
に
渦
を
為
し
て

ゐ
る
。
発
掘
で
あ
る
が
故
に
世
の
多
く
は
傷
が
有
る
が
、
我
が
瓶
子
は
幸
い
に
し
て
、
無
傷

と
云
っ
て
よ
い
程
に
無
難
で
あ
る
。
箱
書
に
も
あ
っ
た
通
り
、
こ
れ
は
四
国
伊
予
の
松
山
の

近
く
松
前
城
跡
か
ら
出
た
物
で
、
私
が
曾
て
松
山
に
旅
し
た
時
、
こ
の
瓶
を
蔵
す
る
人
あ
り

と
聞
き
、
道
後
温
泉
の
あ
た
り
に
住
む
そ
の
人
を
訪
ね
、
懇
願
し
て
ゆ
づ
つ
て
も
ら
つ
た
物

で
あ
る
。（
後
略
）

　

陶
芸
家
で
あ
る
内
島
北
朗
は
、
古
陶
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
数
多
く
収
集
し
て
い
た
。
松
前
城

梅
瓶
の
入
手
時
期
は
、
昭
和
一
六
年
に
内
島
が
愛
媛
の
松
山
で
個
展
を
開
催
し
て
い
る
た
め
、

そ
の
頃
に
入
手
し
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
内
島
は
、 「
胴
の
一
部
腰
の
あ
た
り
に
、
赤
黒
い

鉄
さ
び
の
跡
が
あ
る
。
そ
れ
が
副
葬
品
の
跡
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
付
着
物
は

見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
松
前
城
出
土
品
に
は
、
鉄
刀
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
鉄
分

が
梅
瓶
に
付
着
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

八
、
お
わ
り
に

　

小
稿
で
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
整
理
し
て
結
び
に
か
え
た
い
。

　

松
前
城
梅
瓶
は
南
宋
か
ら
元
代
の
中
国
福
建
省
系
の
貿
易
陶
磁
で
あ
る
。
耕
地
整
理
に
よ
っ

て
明
治
四
十
一
年
に
伊
予
松
前
城
二
ノ
丸
跡
か
ら
出
土
し
、
松
前
町
の
工
事
請
負
人
、
次
に
道

後
の
収
集
家
を
経
て
陶
芸
家
・
内
島
北
朗
が
収
集
、
そ
の
後
、
美
術
商
を
経
て
、
出
光
美
術
館

に
収
蔵
さ
れ
た
。「
箱
書
」
の
内
容
は
「
正
木
史
料
」
な
ど
の
記
述
と
符
合
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

近
代
に
出
土
し
た
陶
磁
器
資
料
が
そ
の
出
土
地
の
情
報
を
有
す
る
こ
と
は
数
少
な
く
、
松
前
城

梅
瓶
の
よ
う
に
箱
書
の
伝
来
の
情
報
と
、
地
域
の
記
録
と
が
一
致
す
る
こ
と
は
大
変
貴
重
で
あ

る
。

　

明
治
四
十
一
年
の
耕
地
整
理
の
際
、
松
前
城
二
ノ
丸
か
ら
は
、
貿
易
陶
磁
や
金
属
資
料
が
多
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7



数
出
土
し
た
。
記
録
か
ら
は
、
大
甕
の
中
に
貿
易
陶
磁
を
多
数
入
れ
て
地
中
に
埋
め
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
た
。
そ
の
た
め
、
松
前
城
梅
瓶
は
土
圧
な
ど
に
よ
っ
て
破
損
す
る
こ
と
な
く
完
形

で
出
土
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
貿
易
陶
磁
器
が
松
前
城
二
ノ
丸
に
意
図

的
に
埋
納
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
青
白
磁
梅
瓶
は
戦
国
武
将
に
骨
董
的
価
値
か
ら
ス

テ
イ
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
所
有
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
松
前
城
梅
瓶
も
松
前
城
に
居
城
し
て

い
た
加
藤
嘉
明
や
そ
の
家
臣
に
よ
っ
て
、
威
信
財
と
し
て
所
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
埋
納
時
期
は
、
加
藤
嘉
明
が
松
前
城
か
ら
松
山
城
へ
移
転
し
た
一
七
世
紀
初
頭
と
考
え
ら

れ
、
何
ら
か
の
意
図
に
よ
り
埋
納
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

松
前
城
梅
瓶
は
、
愛
媛
県
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
松
前
城
出

土
資
料
で
あ
る
。
中
世
伊
予
に
お
け
る
貿
易
陶
磁
器
の
需
要
の
有
り
方
を
考
え
る
上
で
重
要
な

資
料
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
地
域
の
歴
史
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。

　

小
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
は
多
く
の
方
に
情
報
を
ご
提
供
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感

謝
い
た
し
ま
す
。

田
中
作
太
郎
「
本
邦
遺
跡
出
土
の
宋
磁
」『
世
界
陶
磁
全
集
第
一
〇
巻
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
五
四
年
。
亀

井
明
徳
「
宋
代
の
輸
出
陶
磁
」『
世
界
陶
磁
全
集
第
一
二
巻
』
小
学
館
、
一
九
七
七
年
。
矢
部
良
明
「
日
本
出

土
の
唐
宋
時
代
の
陶
磁
」 

東
京
国
立
博
物
館
編 

『
日
本
出
土
の
中
国
陶
磁
』
東
京
美
術
、
一
九
七
八
年
。
出
光

美
術
館
『
開
館
十
五
周
年
記
念
展
図
録
』、
一
九
八
一
年
。
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
『
瀬
戸
内
の
中
国
陶
磁
』、

一
九
九
一
年
。
今
井
敦
『
日
本
の
美
術
四
一
〇　

宋
・
元
の
青
磁
・
白
磁
と
古
瀬
戸
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
、

他出
光
美
術
館 『
出
光
美
術
館
蔵
品
図
録　

中
国
陶
磁
』平
凡
社
、一
九
八
七
年
。
公
益
財
団
法
人
出
光
美
術
館 『
東

洋
の
白
い
や
き
も
の　

純
な
る
世
界
』、
二
〇
一
二
年

（
公
財
）
出
光
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
、
註
１
前
掲
書

遠
藤
啓
介
「
景
徳
鎮
窯
青
白
磁
梅
瓶
の
編
年
的
研
究
―
宋
・
元
代
を
中
心
に
―
」 『
貿
易
陶
磁
研
究
』
№
二
三
、 

二
〇
〇
三
年

内
野
正
「
青
白
磁
梅
瓶
小
考
」 『
研
究
論
集
』
Ⅹ
Ⅰ
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
二
年

今
小
路
西
遺
跡
発
掘
調
査
団
編
『
鎌
倉
市
今
小
路
西
遺
跡
（
御
成
小
学
校
）』、
一
九
九
〇
年

前
掲
書
註
５

前
掲
書
註
５

中
野
良
一
他
編
『
南
斎
院
土
居
北
遺
跡　

南
江
戸
鬮
目
遺
跡
二
次
調
査
』 （
財
）
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
〇
四
年

中
野
良
一
他
『
湯
築
城
跡　

第
三
分
冊
』 （
財
）
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
〇
年

柴
田
圭
子
「
出
土
遺
物
か
ら
み
た
湯
築
城
跡
」 『
湯
築
城
跡　

第
四
分
冊
』 （
財
）
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ

ン
タ
ー
、
二
〇
〇
〇
年

田
中
謙
『
史
跡　

能
島
城
跡　

平
成
一
九
年
度
郭
Ⅰ
・
南
部
平
坦
地
調
査
報
告
書
』
今
治
市
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
九
年
。
田
中
謙
『
史
跡　

能
島
城
跡　

平
成
二
二
・
二
三
年
度
郭
Ⅱ
（
第
二
・
三
次
）
調
査
報
告
書
』

今
治
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三
年

小
野
正
敏
『
戦
国
城
下
町
の
考
古
学
』
講
談
社
、
一
九
九
七
年

愛
知
県
陶
磁
資
料
館
『
戦
国
の
あ
い
ち　
「
戦
国
陶
磁
を
探
る
」』
二
〇
一
二
年

前
掲
書
註
１

前
掲
書
註
２
。
箱
書
に
つ
い
て
は
金
沢
陽
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

玉
井
桂「
稗
史　

幻
の
松
前
城
」 『
松
前
史
談
』六
号　

一
九
九
〇
年
。
袖
山
俊
夫 「「
正
木
史
料
」に
つ
い
て（
１
）」

『
松
前
史
談
』）
二
七
号
、二
〇
一
一
年
。
袖
山
俊
夫
「「
正
木
史
料
」
に
つ
い
て
（
２
）」 『
松
前
史
談
』
二
九
号
、

二
〇
一
三
年
。「
正
木
史
料
」
の
調
査
の
際
に
は
、
二
宮
和
広
先
生
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

註（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）
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日
下
部
正
盛 

『
加
藤
嘉
明
と
松
山
城
』
二
〇
一
〇
年
、 『
角
川
地
名
大
辞
典　

愛
媛
県
』 

角
川
書
店
、
一
九
八
一

年
、
他
。
松
崎
の
ほ
か
、
真
崎
・
正
木
・
柾
木
・
満
崎
と
書
か
れ
た
。
寛
永
一
二
年
後
、
松
前
に
統
一
さ
れ
た 

（『
日
本
歴
史
地
名
大
系　

愛
媛
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
）。

伊
予
史
談
会
編
『
予
陽
郡
郷
俚
諺
集
・
伊
予
古
蹟
志
』
伊
予
史
談
会
双
書
第
一
五
集
、
一
九
八
七
年
。『
予
陽
郡

郷
俚
諺
集
』
は
、
松
山
藩
家
老
奥
平
氏
編
纂
。
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
完
成
、
増
補
宝
暦
一
二
（
一
七
六
五
）

年
。

前
掲
書
註
19

西
園
寺
富
「
松
前
城
の
沿
革
」『
伊
予
史
談
』
二
十
二
号
、
一
九
二
〇
年
。
松
前
町
誌
編
纂
委
員
会
『
松
前
町

誌
』、
一
九
七
九
年

富
田
泰
弘
「
伊
予
松
前
城
下
町
の
復
元
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
」 『
地
図
と
歴
史
空
間 

―
足
利
健
亮
先

生
追
憶
論
文
集
―
』
大
明
堂
、
二
〇
〇
〇
年

柚
山
俊
夫
氏
に
解
読
い
た
だ
い
た
。

『
明
良
洪
範
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
二
年

出
土
銭
貨
研
究
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
編
『
中
世
の
地
鎮
と
銭
貨
』、
二
〇
〇
二
年
。
石
岡
ひ
と
み
「
愛
媛
県
松
山

市
石
手
川
公
園
内
出
土
の
丁
銀
・
豆
板
銀
」『
研
究
紀
要
』
九
号
、愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
、二
〇
〇
四
年
他
。

前
掲
書
註
22
、
富
田
泰
弘
「
歴
史
地
理
学
的
研
究
に
よ
る
伊
予
松
前
城
下
町
の
復
元
―
松
山
開
府
四
〇
〇
年
・

松
前
廃
城
四
〇
〇
年
を
迎
え
て
―
」『
松
前
史
談
』
二
二
号
、
二
〇
〇
六
年　

前
掲
書
註
19

文
化
庁
『
重
要
美
術
品
等
認
定
物
件
目
録
』
思
文
閣
、
一
九
七
二
年

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
編
『
人
物
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
典　

美
術
篇
』
紀
伊
国
屋
書
店
、
二
〇
一
〇
年
他

「
海
南
新
聞
」
昭
和
一
六
年
四
月
二
十
六
日

内
島
北
琅
『
古
陶
の
味
』
富
書
店
、
一
九
四
七
年

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）
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図 2　鎌倉市今小路西遺跡出土青白磁梅瓶

図 5　能島城跡出土青白磁梅瓶 図 4　能島城跡出土青白磁梅瓶 図 3　湯築城跡出土青白磁梅瓶

図６　松前城梅瓶の箱書（資料 1）（出光美術館蔵）

（図 1・6・7は出光美術館写真提供）

　（図 2～ 5報告書転載）

図 1　松前城跡出土青白磁刻花渦文梅瓶（出光美術館蔵）
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図 7　松前城梅瓶の箱書（資料 2）（出光美術館蔵）

　　　　　　　　　　図 8　「正木史料」（松前町立松前小学校蔵）
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1.松前城跡
2.松山城

1
２

図 9　松前城・松山城の位置図

図 10　松前城下町の復元図（出典：富田泰弘 2000 年）
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